
号

外

二�
令

和

六

年

四

月

一

日

目

次

訓

令

甲

○
岐
阜
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人

事

課)

一
ペ
ー
ジ

訓

令

甲

岐
阜
県
訓
令
甲
第
二
号

庁
中
一
般

各
現
地
機
関

岐
阜
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

岐
阜
県
事
務
決
裁
規
程(

昭
和
四
十
三
年
岐
阜
県
訓
令
甲
第
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
二
一
の
項
中｢

及
び
地
方
自
治
法
施
行
令(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
こ
の
項

中｢

令｣

と
い
う
。)｣

を
削
り
、
同
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
第
十
四
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十

四
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
欄
第
八
号
中｢

第
二
百
四
十
三

条
の
二
の
二
第
三
項｣

を｢

第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八
第
三
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
九
号
と

し
、
同
欄
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

８

法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
金
事
務
の
委
託

別
表
第
三
人
事
課
の
表
五
の
項
中｢)

及
び｣

を｢)

、｣

に
改
め
、｢

配
偶
者
条
例｣

と
い
う
。)｣

の
下
に｢
及
び
岐
阜
県
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例(

令
和
五
年
条
例
第
二
十
四
号
。
以

下
こ
の
項
中｢
高
齢
者
条
例｣

と
い
う
。)｣

を
加
え
、
同
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
第
五
号
を
第
六
号

と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

４

地
公
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
長
等
の
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
及
び
高

( ) 令和６年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
六
年
四
月
一
日



齢
者
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
取
消
し
等

別
表
第
三
人
事
課
の
表
五
の
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
中｢

及
び｣

を｢

、｣

に
改
め
、｢

配
偶

者
条
例｣
の
下
に｢

及
び
高
齢
者
条
例｣

を
加
え
、
同
表
十
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
中｢

附

則
第
十
四
項｣
を｢

第
五
十
条｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
法
務
・
情
報
公
開
課
の
表
二
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
三
法
務
・
情
報
公
開
課
の
表
中
五
の
項
を
六
の
項
と
し
、
四
の
項
を
五
の
項
と
し
、
三
の
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
危
機
管
理
政
策
課
の
表
一
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
十
二
号
中｢

収
去
命
令｣

を｢

収

去｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
医
療
整
備
課
の
表
五
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
二
号
中

｢

第
六
条
の
三
第
六
項｣

を

｢

第
六
条
の
三
第
八
項｣

に
改
め
、
同
欄
中
第
三
十
八
号
を
第
四
十
号
と
し
、
第
十
九
号
か
ら
第
三
十

七
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
八
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

19

法
第
三
十
条
の
十
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
病
床
機
能
に
関
す

る
情
報
の
報
告
又
は
報
告
の
内
容
の
是
正
の
命
令

20

法
第
三
十
条
の
十
八
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
外
来
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
外
来
機
能
に

関
す
る
情
報
の
報
告
又
は
報
告
の
内
容
の
是
正
の
命
令

別
表
第
三
国
民
健
康
保
険
課
の
表
一
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
十
号
中｢

第
六
項｣

を｢

第
七
項｣

に
改
め
、
同
欄
第
十
五
号
中｢(

算
定
政
令
附
則
第
三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。)｣

を
削
る
。

別
表
第
三
医
療
福
祉
連
携
推
進
課
の
表
中
七
の
項
を
削
り
、
六
の
項
を
七
の
項
と
し
、
五
の
項
を
六

の
項
と
し
、
四
の
項
を
五
の
項
と
し
、
三
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和６年４月１日 ( )２

四

特
定
個
人
情
報

保
護
評
価
に
関
す

る
規
則

(

以
下
こ

の
項
中

｢

規
則｣

と
い
う
。)

の
施
行

事
務

二

犯
罪
に
よ
る
収

益
の
移
転
防
止
に

関
す
る
法
律

(

平

成
十
九
年
法
律
第

二
十
二
号
。
以
下

こ
の
項
中

｢

法｣

と
い
う
。)

の
施
行

事
務

(

行
政
書
士

又
は
行
政
書
士
法

人
に
係
る
も
の
に

限
る
。)

１

規
則
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
特
定

個
人
情
報
保
護
評

価
の
計
画
等
を
記

載
し
た
書
面
等
の

特
定
個
人
情
報
保

護
委
員
会
へ
の
提

出
１

法
の
施
行
に
関

す
る
事
務

四

医
療
法

(

以
下

こ
の
項
中

｢

法｣

と
い
う
。)

の
施
行

事
務

１

法
第
百
十
一
条

の
規
定
に
よ
る
病

院
又
は
診
療
所
の

開
設
者
に
対
す
る

改
善
命
令

２

法
第
百
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に

よ
る
特
定
地
域
医

療
提
供
機
関
の
指

定
３

法
第
百
十
五
条

第
一
項

(

法
第
百

十
八
条
第
二
項
、

第
百
十
九
条
第
二

項
及
び
第
百
二
十

条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
次
号
及

び
第
五
号
に
お
い

て
同
じ
。)

に
規
定

す
る
指
定
の
更
新

４

法
第
百
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す

る
業
務
の
変
更
の

承
認

５

法
第
百
十
七
条

第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
取
消

し

１

部
長
専
決
事
項

を
除
く
法
の
施
行

に
関
す
る
事
務



別
表
第
三
保
健
医
療
課
の
表
三
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
三
号
中

｢

第
三
十
三
条
第
四
項｣
を

｢

第
三
十
三
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
欄
第
四
号
中｢

第
二
十
九
条
の
七｣

を｢

第
二
十
九
条
の
九｣

に
改
め
、
同
欄
第
五
号
中｢

第
三
十
三
条
の
七
第
一
項｣

を｢

第
三
十
三
条
の
六
第
一
項｣

に
改
め
、

同
欄
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

法
第
三
十
八
条
の
七
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令(

第
一
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
改
善
の
内
容
が
重
要
な
も
の
に
限
る
。)

別
表
第
三
保
健
医
療
課
の
表
三
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

７

法
第
四
十
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令(

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に

あ
つ
て
は
、
法
第
四
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
に
係
る
精
神
科
病
院
に
お
い
て
業
務
従
事
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
が
行
わ
れ
た
と
認
め
る
と
き

に
限
る
。)

別
表
第
三
感
染
症
対
策
推
進
課
の
表
二
の
項
中｢

い
う
。)｣

の
下
に｢

及
び
感
染
症
の
予
防
及
び
感

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則(

平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九
号
。
以
下
こ

の
項
中｢

省
令｣

と
い
う
。)｣

を
加
え
、
同
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
第
十
九
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、

第
十
八
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
同
欄
第
十
七
号
中｢

第
十
九
号｣

を｢

第
二
十
九
号｣

に
改
め
、
同

号
を
同
欄
第
二
十
七
号
と
し
、
同
欄
第
十
六
号
を
同
欄
第
二
十
六
号
と
し
、
同
欄
第
十
五
号
中｢

第
五

十
一
条
の
二
第
二
項｣

を｢

第
五
十
一
条
の
四
第
二
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
十
五
号
と
し
、

同
欄
第
十
四
号
を
同
欄
第
二
十
四
号
と
し
、
同
欄
第
十
三
号
中｢

第
五
十
一
条
の
二
第
三
項｣

を｢

第

五
十
一
条
の
四
第
三
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
二
十
三
号
と
し
、
同
欄
第
十
二
号
中｢(

法
第
四

十
四
条
の
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)｣

を
削
り
、
同

号
を
同
欄
第
二
十
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

19

法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
一
項(

法
第
四
十
四
条
の
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
次
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。)

及
び
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
他
の
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
応
援
の
要
請

20

法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
に
対
す
る
応
援
調
整
の
要
請

21

法
第
四
十
四
条
の
四
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項

の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
応
援
要
請
の
受
理

別
表
第
三
感
染
症
対
策
推
進
課
の
表
二
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
十
一
号
中｢

第
四
十
四
条
の
三

第
八
項｣

を｢

第
四
十
四
条
の
三
第
十
一
項｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
十
八
号
と
し
、
同
欄
第
十
号

中｢

第
三
十
八
条
第
九
項｣

を｢

第
三
十
八
条
第
十
一
項｣

に
、｢

及
び｣

を｢

、｣

に
、｢

並
び
に｣

を｢

、
第
一
種
協
定
指
定
医
療
機
関
、
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
及
び｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第

十
七
号
と
し
、
同
欄
第
九
号
中｢

第
三
十
八
条
第
八
項｣

を｢

第
三
十
八
条
第
十
項｣

に
改
め
、
同
号

を
同
欄
第
十
六
号
と
し
、
同
欄
第
八
号
を
同
欄
第
十
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

10

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
的
医
療
機
関
等
並
び
に
地
域
医
療
支
援
病
院
及

び
特
定
機
能
病
院
の
管
理
者
に
対
す
る
通
知

11

法
第
三
十
六
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
勧
告
又
は
公
表

12

法
第
三
十
六
条
の
七
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
指
示
又
は
公
表

13

法
第
三
十
六
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
の
確
保
に
要
す
る
費
用
の
返

( ) 令和６年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �３

６

法
第
百
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に

よ
る
連
携
型
特
定

地
域
医
療
提
供
機

関
の
指
定

７

法
第
百
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に

よ
る
技
能
向
上
集

中
研
修
機
関
の
指

定
８

法
第
百
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に

よ
る
特
定
高
度
技

能
研
修
機
関
の
指

定
９

法
第
百
二
十
三

条
第
四
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
よ

る
特
定
労
務
管
理

対
象
機
関
の
管
理

者
に
対
す
る
許
可

及
び
命
令

10

法
第
百
二
十
六

条
の
規
定
に
よ
る

特
定
労
務
管
理
対

象
機
関
の
開
設
者

に
対
す
る
改
善
命

令



還
命
令

14

法
第
三
十
六
条
の
三
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
に
対
す
る
通
知

別
表
第
三
感
染
症
対
策
推
進
課
の
表
二
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六

号
を
第
八
号
と
し
、
同
欄
第
五
号
中｢

第
十
一
号｣

を｢

第
二
十
三
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
七

号
と
し
、
同
欄
第
四
号
を
同
欄
第
六
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

５

法
第
十
条
第
十
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
保
健
所
設
置

市
等
が
定
め
る
予
防
計
画
に
対
す
る
助
言
、
勧
告
又
は
援
助

別
表
第
三
感
染
症
対
策
推
進
課
の
表
二
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
三
号
中｢

第
十
条
第
五
項｣

を

｢

第
十
条
第
七
項｣

に
改
め
、｢
及
び
関
係
団
体｣

を
削
り
、
同
号
を
同
欄
第
四
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３

法
第
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

別
表
第
三
感
染
症
対
策
推
進
課
の
表
二
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

30

省
令
第
十
九
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
流
行
初
期
医
療
確
保
措
置
の
基
準
の
設
定

31

省
令
第
二
十
三
条
の
十
三
第
四
項
及
び
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大

臣
に
対
す
る
意
見
の
申
出

別
表
第
三
感
染
症
対
策
推
進
課
の
表
二
の
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
中｢

法｣

の
下
に｢

及
び

省
令｣

を
加
え
る
。

別
表
第
三
薬
務
水
道
課
の
表
三
の
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
及
び
四
の
項
課
長
専
決
事
項
の
欄

第
一
号
中｢

部
長
専
決
事
項｣

の
下
に｢

及
び
別
表
第
四
に
掲
げ
る
専
決
事
項｣
を
加
え
る
。

別
表
第
三
里
川
振
興
課
の
表
中｢

里
川
振
興
課｣

を｢

里
川
・
水
産
振
興
課｣
に
改
め
る
。

別
表
第
三
河
川
課
の
表
三
の
項
中｢

昭
和
三
十
一
年
省
令
第
六
号｣

を｢

昭
和
三
十
一
年
建
設
省
令

第
六
号｣

に
改
め
、
同
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
五
号
中｢

第
十
四
条
第
一
項｣

を｢

第
十
四
条
第
二

項｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
下
水
道
課
の
表
一
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
六
号
中｢

の
規
定
に
よ
る
公
金
の
徴
収
又

は
収
納
の
事
務｣

を｢

に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
公
金
事
務｣

に
改
め
、
同
欄
第
七
号
中｢

第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
八
項｣

を｢

第
二
百
四
十

三
条
の
二
の
八
第
八
項｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
建
築
指
導
課
の
表
十
二
の
項
中｢

平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
。｣

を
削
り
、
同
表
十

三
の
項
中｢

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律(｣

を｢

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律(｣

に
、｢

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則(

平
成
二
十
八
年
省
令
第
五
号｣

を｢

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則(

平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号｣

に
、｢

規
則｣｣

を｢

省
令｣｣

に

改
め
、
同
項
課
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
中｢

規
則｣

を｢

省
令｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
水
道
企
業
課
の
表
一
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
第
六
号
中｢

の
規
定
に
よ
る
公
金
の
徴
収

又
は
収
納
の
事
務｣

を｢

に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
金
事
務｣

に
改
め
、
同
欄
第
七
号
中｢

第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
八
項｣

を｢

第
二
百
四

十
三
条
の
二
の
八
第
八
項｣

に
改
め
る
。

別
表
第
四
保
健
所
及
び
保
健
所
に
置
か
れ
る
事
務
所
の
部
中
四
の
項
を
六
の
項
と
し
、
三
の
項
を
五

の
項
と
し
、
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和６年４月１日 ( )４

四

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取

締
法

(

以
下
こ
の
項
中

三

覚
醒
剤
取
締
法(

以
下

こ
の
項
中｢

法｣

と
い
う
。)

の
施
行
事
務

１

法
第
二
十
九
条
の

規
定
に
よ
る
麻
薬
の

１

法
第
二
十
二
条
の

二
の
規
定
に
よ
る
覚

醒
剤
の
廃
棄
の
届
出

の
受
付

２

法
第
二
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る

覚
醒
剤
の
処
分
の
指

示
３

法
第
三
十
条
の
十

三
の
規
定
に
よ
る
覚

醒
剤
原
料
の
廃
棄
の

届
出
の
受
付

４

法
第
三
十
条
の
十

四
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
医
薬
品
で
あ
る

覚
醒
剤
原
料
の
廃
棄

の
届
出
の
受
付

５

法
第
三
十
条
の
十

四
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
医
薬
品
で
あ
る

覚
醒
剤
原
料
の
品
名

等
の
届
出
の
受
付

６

法
第
三
十
条
の
十

五
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
覚
醒
剤
原
料
の

処
分
の
指
示



附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

( ) 令和６年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５

｢

法｣

と
い
う
。)

の
施

行
事
務

廃
棄
の
届
出
の
受
付

２

法
第
三
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る

麻
薬
小
売
業
者
又
は

麻
薬
診
療
施
設
の
開

設
者
か
ら
の
麻
薬
処

方
せ
ん
に
よ
り
調
剤

さ
れ
た
麻
薬
の
廃
棄

の
届
出
の
受
付

３

法
第
四
十
七
条
の

規
定
に
よ
る
麻
薬
小

売
業
者
か
ら
の
届
出

の
受
付

４

法
第
四
十
八
条
の

規
定
に
よ
る
麻
薬
管

理
者
か
ら
の
届
出
の

受
付

５

法
第
四
十
九
条
の

規
定
に
よ
る
麻
薬
研

究
者
か
ら
の
届
出
の

受
付
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発
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市
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目
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阜

県
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輪
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